
葛塚出身の書家弦巻松蔭が1995年に亡くなり
今年で30年を迎えます。
現代書を切り拓いた上田桑鳩に師事し、その

精神を新潟に伝え、弟子たちに芸術とはどうい
うものかを指南した足跡は、学んだ人々の心に
刻まれています。
このたび書家であり指導者である松蔭を探る
ため、松蔭の弟子で書家として現在も活躍中の
佐藤奎玉氏を講師に
お迎えして講演会を
開催します。なじみ
のない方にも分かり
易く楽しんでいただ
くため当館学芸員と
対話形式で行います。

開催日時 6月22日(日)14時〜15時30分（予定）

講 師 佐藤奎玉 氏

14:00-15:00講演会 15:00-15:30常設展示作品鑑賞

新潟市北区郷土博物館

一般300円/大学・高校生170円/中学生以下40円(各当日観覧料含）

30人（先着順）

6月7日（土）午前9時から電話(025-386-1081)にて。
定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ】 新潟市北区郷土博物館 ☎025-386-1081
〒 950-3322 新潟市北区嘉山 3452番地

弦巻松蔭没後30年特別講演会

「書は人なり－弦巻松蔭の人と作品と－」

書家・奎星会同人・毎日書道展審査会員
日本書道連盟会員・新潟県美術家連盟参事

弦巻松蔭(1906-1995)

弥榮(1971)

張猛龍碑節臨(1933)

同時開催企画展「所蔵美術作品からみる夏−美術作品を通して夏を感じてみませんか−」展 (5/17ー6/29)
※本講演会参加者はこちらの企画展もご覧いただけます。
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新潟市北区郷土博物館


